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研究内容 

 

胃癌治療ガイドラインでは、リンパ節転移のない固有筋層浸潤胃癌や漿膜下層浸潤胃癌では、術後補助化学療

法の適応とはなっていません。しかしこのグループにも再発症例が存在し、一度再発してしまうとその予後は極めて不

良です。われわれは、このグループの臨床病理学的所見を再評価し、予後因子の検索に努めています。また再発症

例においては、免疫チェックポイント阻害剤であるニボルマブの効果予測因子について検討しています。 
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